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太陽の下、全力ダッシュ！

　４月17日、多賀小学校で多賀地区の市民運動
会が開催されました。
　当日は天候に恵まれ、子どもからお年寄りま
でたくさんのかたが参加しました。
　参加者は走って、跳んで、転んでと、さわや
かな汗をかいて春の１日を過ごしました。

人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市

広報 No.006
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当 初 予 算平成17年度

一般会計 344億6,000万円

総　額 785億7,223万円

特別会計 378億5,522万円

企業会計 62億5,701万円

特別会計名 当初予算額

企業会計名 当初予算額

水道事業会計 13億7,742万円

病院事業会計 48億7,959万円

合　計 62億5,701万円

国民健康保険 107億8,233万円

老人保健 141億4,675万円

介護保険 76億6,711万円

簡易水道事業 1億7,556万円

公共下水道事業 45億1,924万円

小規模下水道事業 7,005万円

港湾上屋事業 542万円

ひうち地域振興整備事業 1億8,726万円

土地開発事業 86万円

小松地域交流事業 1億2,102万円

本谷温泉事業 9,008万円

住宅新築資金等貸付事業 4,828万円

畑地かん水事業 2,652万円

庄内財産区 1,098万円

壬生川財産区 376万円

合　計 378億5,522万円

前年度比
10.8％減

前年度比
21.7％減

前年度比
2.7％減

前年度比
0.6％増

　

平
成
17
年
度
の
歳
入
は
、
市
民
税
で
は
わ
ず

か
に
増
収
と
な
る
見
通
し
で
す
が
、
固
定
資
産

税
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
、
市
税
収
入
全
体

で
は
、
減
収
と
な
る
見
込
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
伴
う
国

庫
補
助
・
負
担
金
の
減
額
な
ど
も
加
わ
り
、
新

年
度
の
財
政
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
環
境
を
十
分
に
認
識
し
、
す
べ

て
の
事
務
事
業
を
見
直
し
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
限
り
あ

る
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
に
伴

い
必
要
と
な
り
ま
す
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化

や
市
民
の
融
和
と
一
体
感
を
醸
成
す
る
経
費
を

は
じ
め
、
災
害
復
旧
・
防
災
対
策
の
推
進
、
福

祉
の
充
実
、
子
育
て
支
援
、
商
工
・
産
業
の
振

興
、
雇
用
対
策
な
ど
、
重
要
か
つ
緊
急
度
の
高

い
施
策
を
厳
選
し
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼健康な生活の支援
○介護予防・生きがい活動支援事業

（1,193万円）
○健康診査事業（１億8,011万円）

▼生活環境の保全
○環境基本計画策定事業（473万円）
○一般廃棄物処理基本計画策定事業

（534万円）
○浄化槽設置整備事業（１億4,899万円）
○資源ごみ回収費補助金（600万円）

▼雇用対策
○若年者就職支援セミナー開催事業

（269万円）
○求職者対象パソコン研修事業
　（265万円）

○十河信二先生顕彰事業（436万円）

▼高齢者福祉の充実
○家族介護支援事業（3,840万円）
○介護予防・生きがい活動支援事業
（2,242万円）
○高齢者生活支援事業（1,550万円）
○長寿祝金支給事業（4,601万円）

▼障害者福祉の充実
○在宅重度障害者（児）等支援事業
　（1,035万円）

▼子育て支援
○保育サービス機能強化モデル事業

（407万円）
○放課後児童健全育成事業（7,125万円）

一般会計の主な事業
▼合併記念事業
○合併記念式典（413万円）
○産業文化フェスティバル・健康ふれ

愛フェスティバル開催事業（857万円）

○いいとこ・いいものさがし事業
　（333万円）
○合併記念メインイベント開催事業
（3,021万円）

（注）前年比は、平成16年度の旧団体の当初予算合計額との比較です。
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▼防災対策の強化
○災害対策検討会議設置費（370万円）
○自主防災組織育成事業（480万円）
○水防対策事業（436万円）

▼教育・文化・体育の充実
○市民大学等開設事業（1,035万円）
○21世紀を担う子育て事業（604万円）
○全日本登山体育大会開催費補助金
（100万円）
○奨学金貸付事業（602万円）

▼新市におけるまちづくりの推進
○西条市総合計画策定事業（288万円）
○地域審議会設置費（119万円）
○地域安全防犯対策事業（361万円）
○国土調査（地籍調査）事業（2,028 万円）

○食品加工流通コンビナート構想研究
開発事業（391万円）

○「水と食」調査研究事業（334 万円）

▼観光の振興
○「うちぬき耳より情報 in 西条」観

光情報宣伝事業（164 万円）
○観光プロモーションビデオ制作事業
（634万円）

▼都市基盤の整備
○西条駅前干拓地線改良事業
　（9,067万円）
○小型船だまり建設事業（4,503 万円）

▼災害復旧事業
○平成16年発生災害復旧事業
　（３億8,702万円）

▼農林水産業の振興
○水田農業構造改革対策事業費補助金

（4,058万円）
○林道余野線開設事業（658万円）
○水産振興対策事業費補助金
　（1,000万円）

▼商工の振興
○「西条桂塾」開催事業（544万円）
○創業意識喚起（起業型人材育成）事業

（298万円）

一般会計 344億6,000万円の内訳

歳 出歳 入

100

50

0

地方交付税
（22.2％）

76億4,641万円

国庫支出金（9.4％）
32億3,051万円

市債（5.8％）19億8,580万円

県支出金（4.7％）16億1,035万円

諸収入（4.3％）14億7,627万円

地方譲与税（2.5％）
　8億7,000万円

分担金・負担金（1.9％）
　6億6,212万円

使用料・手数料（1.6％）
　5億6,733万円

地方特例交付金（1.0％）
　3億5,000万円

その他（2.0％）
　6億9,050万円

市�税
（41.5％）

142億9,071万円
民生費

（34.2％）
117億9,112万円

公債費
（14.9％）

51億3,642万円

総務費
（11.6％）
40億971万円

土木費
（11.1％）

38億3,938万円

教育費（9.1％）
31億1,767万円

衛生費（7.9％）
27億3,623万円

地方消費税交付金（3.1％）
　10億8,000万円　

商工費（2.2％）
　7億7,251万円

農林水産業費（2.2％）
　7億4,787万円

災害復旧費（1.1％）
　3億8,702万円

議会費（1.1％）
　3億6,296万円

その他（0.8％）
　2億6,619万円

消防費（3.8％）12億9,292万円
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地
域
再
生
計
画
と
は

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創
造

を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
再
生
を
実
現
す

る
た
め
に
、
「
地
域
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
」
第
一
歩
と
し
て
地
方
公
共
団
体
が
作
成

す
る
計
画
で
す
。

西
条
市
起
業
家
マ
イ
ン
ド醸

成
計
画

　

将
来
の
地
域
社
会
・
産
業
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
起
業
家
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
※
１
）
に
つ
い
て
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
体
系
的
、
効
果
的
に
実
施
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
計
画
で
す
。

（
※
１
）
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

単
に
起
業
家
を
育
て
る
も
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
創
造
力

を
養
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

西
条
市
食
品
加
工
流
通

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想

　

水
素
吸
蔵
合
金
（
※
２
）
を
使
っ
た
省
エ

ネ
型
冷
凍
・
冷
蔵
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

農
水
産
品
を
集
荷
・
加
工
・
貯
蔵
し
、
消
費

地
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
食
に
関
す
る
研
究
所
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
農
水
産
業
、
食
品
製
造
業
等
の
食
料

産
業
の
雇
用
増
加
、
西
条
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

等
を
め
ざ
す
計
画
で
す
。

（
※
２
）
水
素
吸
蔵
合
金

　

気
体
の
水
素
を
吸
収
、
貯
蔵
す
る
性
質
を

持
っ
た
合
金
で
あ
り
、
水
素
を
吸
収
す
る
時

に
発
熱
し
、
放
出
す
る
時
に
吸
熱
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら

　

今
回
、
新
市
と
な
っ
て
初
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
地
域
再
生
計
画
を
作
成

し
、
全
国
へ
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
企
画
課
（
℡
０
８
９
７―

５

６―

５
１
５
１
内
線
２
５
２
２
）

３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て

人
事
案
件
２
件
に
同
意

　

３
月
定
例
市
議
会
最
終
日
の
３
月
23
日
に

人
事
案
件
２
件
が
同
意
さ
れ
、
次
の
か
た
が

た
が
４
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

【
徳
増
氏
の
略
歴
】

　

昭
和
59
年
２
月
に
公
認
会
計
士
に
登
録
さ

れ
、
現
在
は
株
式
会
社
徳
増
会
計
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。
52
歳
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

【
矢
野
氏
の
略
歴
】

　

昭
和
38
年
11
月
に
西
条
市
役
所
に
入
職
、

以
来
出
納
室
長
、
税
務
課
長
、
総
務
部
長
、

議
会
事
務
局
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
平
成

16
年
３
月
退
職
。
61
歳
。

徳増達史氏
（神拝甲）

矢野利夫氏
（野々市）

　市では、１月に地域再生計画「西条市起業家マインド醸成計
画」、「西条市食品加工流通コンビナート構想」を作成し、内
閣府に対して申請していましたが、３月28日に内閣総理大臣の
認定を受けました。
　今回、全国で31件、愛媛県内では西条市の２件が認定されて
います。認定された計画の概要は以下のとおりです。

▲

身
近
に
あ
る
も
の
を
工
夫
し
て
商
品
化
・
販
売
す

る
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
創
造
力
を
養
う
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・
ス
ク
ー
ル
in
西
条
【
起

業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

西条市の地域再生計画が
　　国の認定を受けました
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▼コーディネータ自己紹介

　技術相談室を担当している林です。当相談
室は、昨年５人の陣容でスタートし今年度は
８人の陣容となります。
　昨年の相談室の活動といえば（独）産業技
術総合研究所四国センターの相談窓口業務と
各種相談により多くの企業を訪問しました。
その結果、産学官連携支援において、愛媛大
学、新居浜高専、産総研（つくば）等と地元
企業とのマッチングができました。
　今年度は、この実績をもとに連携を深める
とともに新しい連携先を見いだし、より多くの企業が技術開発力を高
め、元気になるよう頑張りたいと思っています。

　産業情報支援センターの技術相談室内に、
平成17年度から設置された事業開発室の業務
を担当する松本です。
　日本国内の転勤や海外勤務により、結婚し
てから13回引越しをしました。もともと色々
なものに対する好奇心は旺盛なほうですの
で、趣味はタウンウオッチングで時間がある
となぜかなと思いながら歩きまわり、めずら
しい物を発見するのが楽しみです。
　従いまして、どのような商品が必要とされ

るのか、価格はいくらぐらいか、また販売方法は、納期はどれぐらいか
などについて解っているつもりです。
　最後になりましたが、いろいろな相談をお待ちしておりますので、よ
ろしくお願いいたします。

SICS information
サイクスの情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 6

地
域
産
業
活
性
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

■
事
業
の
目
的

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
事
業

に
必
要
な
経
営
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

新
た
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
短
期
間

で
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

中
小
企
業
が
戦
略
的
に
事
業
を

展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
比
較

的
優
位
に
あ
る
技
術
や
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
生
か
す
た
め
に
、
人
材

や
資
金
等
を
重
点
的
に
投
入
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
経
営
資
源

を
外
部
機
関
と
の
連
携
に
よ
っ
て

確
保
す
る
こ
と
が
効
率
的
で
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
が
必
要
と

す
る
外
部
経
営
資
源
に
巡
り
合
う

こ
と
は
、
現
在
極
め
て
難
し
い
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業

が
必
要
と
し
て
い
る
外
部
経
営
資

源
を
特
定
し
、
円
滑
に
巡
り
合
う

「
し
く
み
」
を
今
ま
で
以
上
に
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
16
年
度
に
実

施
し
た
、
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
調
査

事
業
と
中
小
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
運
営
事
業
と
を
統
合
し

た
「
地
域
産
業
活
性
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
運
営
事
業
」
を
新
設
し
ま

し
た
。
中
小
企
業
か
ら
の
相
談
を

も
と
に
個
々
の
課
題
を
分
析
・
特

定
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
最
適
な

外
部
経
営
資
源
を
紹
介
・
引
き
合

わ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
、
連
携
活

動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
側
面
的
に

支
援
し
ま
す
。

　
「
地
域
の
課
題
」は
「
地
域
の
人

材
」
が
解
決
に
当
た
る
と
い
う
基

本
認
識
の
も
と
、
長
年
の
経
験
に

よ
っ
て
独
自
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
技
術
者
・
管
理
者
を
活

用
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
を

実
施
し
て
、
地
域
中
小
企
業
の
競

争
力
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

■
事
業
の
概
要

○
地
域
産
業
活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
の
設
置

　

平
成
16
年
度
に
実
施
し
た
中
小

企
業
ニ
ー
ズ
調
査
事
業
の
調
査
員

お
よ
び
中
小
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
運
営
事
業
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
含
め
、
市
内
外
の
有
識
者

（
技
術
者
等
）
の
中
か
ら
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
を
選
出
し
ま
す
。

○
業
務
内
容
と
成
果
活
用
内
容

一
、
専
門
分
野
の
相
談
等
（
ア
ド

バ
イ
ス
、
新
た
な
経
営
資
源
へ

の
紹
介
、
引
き
合
せ
）
の
業
務

を
行
い
ま
す
。
（
技
術
相
談
）

二
、
圏
域
内
企
業
を
訪
問
し
、
幅

広
い
民
間
ニ
ー
ズ
の
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。

三
、
産
学
官
の
連
携
強
化
、
大
学

と
の
共
同
開
発
等
を
行
い
ま
す
。

（
技
術
開
発
）

四
、
既
存
施
策
の
見
直
し
と
新
施

策
の
立
案
を
行
い
ま
す
。

松本義彦氏
住友重機械工業㈱ＯＢ

林洋一郎氏
住友重機械鋳鍛㈱ＯＢ

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、今年度実施する「地域産業活性
化コーディネート事業」についてお知らせ
します。
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す

■
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す

る
35
歳
以
上
の
か
た

〇
現
在
、
入
院
治
療
を
受
け
て
い

な
い
か
た

〇
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
か
た

※
70
歳
以
上
の
か
た
は
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
平
成
17
年
度
成
人
健
診
と
の

重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員　

８
０
０
人
程
度
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
期
間

　

５
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮

※
申
込
期
間
以
外
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。
申
し
込
み
の
結
果
は

５
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
次
の
申
込
場
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
場
所

　

市
庁
舎
本
館
の
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
の
市
民
生
活
課

■
負
担
金
額
（
検
査
費
用
の
８
割

を
助
成
し
ま
す
）

〇
短
期
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド

ッ
ク
の
い
ず
れ
か
を
受
診
す
る

場
合

　

検
査
費
用　

３
万
２
０
０
０
円

　

自
己
負
担
額　
　

６
４
０
０
円

〇
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

を
同
時
に
受
診
す
る
場
合

　

検
査
費
用　

５
万
２
０
０
０
円

　

自
己
負
担
額　

１
万
４
０
０
円

■
受
診
が
で
き
る
医
療
機
関

短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

〇
済
生
会
西
条
病
院

〇
西
条
中
央
病
院

〇
村
上
記
念
病
院

〇
周
桑
病
院

短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
み

〇
ま
な
べ
病
院

〇
西
条
愛
寿
会
病
院

〇
佐
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

国
保
係　
　

(

内
線
２
４
３
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

市
民
係　
　
　
（
内
線
１
５
２
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

市
民
係　
　
　
（
内
線
２
０
７
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

市
民
係　
　
　
（
内
線
１
３
５
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

出
張
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

西
条
地
方
局
と
市
が
共
同
で
出

張
収
納
窓
口
を
開
設
し
、
平
成
17

年
度
の
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税

の
納
付
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
お
仕
事
な
ど
で
忙
し

い
た
め
、
金
融
機
関
等
で
の
納
付

が
困
難
な
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
場
所　

フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条

　
（
新
田
２
３
５
）

■
開
設
期
日　

５
月
21
日
㈯
、
22

日
㈰
、
28
日
㈯
、
29
日
㈰

■
開
設
時
間　

９
時
〜
18
時

■
持
参
物　

納
税
通
知
書
（
５
月

　

中
旬
に
納
税
者
へ
郵
送
し
ま
す
）

■
問
合
せ

〇
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

西
条
地
方
局
税
務
課

℡
０
８
９
７―

５
６―

１
３
０
０

〇
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

税
務
管
理
係
（
内
線
２
２
８
２
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
社
会
参
加

を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
間
・
場
所

自
動
車
税　

５
月
24
日
㈫
ま
で

　

西
条
地
方
局
税
務
課

軽
自
動
車
税　

納
税
通
知
書
受
領

後
（
５
月
10
日
発
送
予
定
）
か

ら
５
月
24
日
㈫
ま
で

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課
、
各
総
合

支
所
税
務
課

　

障
害
の
種
類
や
等
級
、
自
動
車

の
使
用
目
的
・
所
有
者
等
で
、
減

免
の
判
定
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号
20
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所

の
障
害
者
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
の
市
税
ご
よ
み

31
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分

の
納
期
限

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期
（
旧
西
条
市
分
）

　

５
月
は
、
下
水
道
に
か
か
る
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納
期（
旧

西
条
市
賦
課
分
）
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限

○
旧
西
条
市
分

　

第
１
期
納
期
限　

５
月
31
日
㈫

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

下
水
道
業
務
係
（
内
線
２
８
２
３
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
税
の
納
税
資
金
の
積
立

　

消
費
税
は
消
費
者
か
ら
の
預
り

金
的
な
税
金
で
す
。
消
費
税
課
税

事
業
者
に
該
当
す
る
か
た
は
、
納

税
資
金
の
積
み
立
て
に
よ
る
期
限

内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
注
意

　

事
業
者
方
が
赤
字
申
告
と
な
る

よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
税
務
署
の
管
理
徴
収
部

門
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

伊
予
西
条
税
務
署

℡
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
１
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ

防
犯
灯
の
補
助
制
度
が

変
更
さ
れ
ま
す

　

平
成
17
年
度
か
ら
防
犯
灯
の
補

助
制
度
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

　

今
回
の
変
更
に
伴
い
、
旧
丹
原

町
に
お
い
て
、
従
来
、
行
政
が
行

っ
て
い
た
管
球
・
器
具
の
交
換

は
、
電
気
代
を
支
払
っ
て
い
る
団

体
が
直
接
業
者
に
依
頼
し
、
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
補
助
内
容

〇
設
置
費　

　

設
置
費
の
３
割
以
内
（
限
度
額

５
万
円
）

○
器
具
取
替
費

　

管
球
の
取
替
を
除
く
、
器
具
取

替
費
、建
替
費
等
の
３
割
以
内（
限

度
額
５
万
円
）

※
旧
西
条
市
は
新
設
制
度

○
維
持
費

　

電
気
料
金
の
３
割
以
内

※
旧
東
予
市
・
丹
原
町
・
小
松
町

は
新
設
制
度

■
問
合
せ　

〇
市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

交
通
防
災
係
（
内
線
２
１
２
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
３
１
２
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
２
８
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
２
１
３
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ

の
駆
除
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用
と
ネ
ズ
ミ

用
の
駆
除
薬
剤
を
必
要
と
す
る
か

た
は
、
自
治
会
単
位
等
で
必
要
数

を
取
り
ま
と
め
て
、
担
当
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

〇
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　
　
　
　
　

１
袋

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

衛
生
係　
　
（
内
線
２
４
５
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
５
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
２
０
９
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
３
２
）

５
月
５
日
㈭
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
旧
西
条
市
分
）

　

５
月
５
日
㈭
（
子
ど
も
の
日
）

は
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お
休

み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
か
た

は
、
次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
収
集
の
日
程
等
は
、
各

世
帯
へ
配
布
し
て
い
る
「
ご
み
収

集
日
一
覧
表
」
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
５
月
９
日
㈪
が
可
燃
ご

み
の
収
集
日
と
な
っ
て
い
る
地
区

で
は
、
収
集
時
間
が
大
幅
に
変
更

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
み
は
必
ず
午
前
８
時
ま
で
に
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

〇
可
燃
ご
み

　

玉
津
、飯
岡
、大
町
、神
戸
（
舟

形
、
津
越
、
長
瀬
を
除
く
）、
橘
、

大
保
木
、
市
之
川

〇
不
燃
ご
み

　

神
拝
・
禎
瑞

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
さ

れ
て
い
る
か
た
へ

　

収
集
の
休
み
を
お
知
ら
せ
す
る

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ

を
、
担
当
課
窓
口
お
よ
び
各
公
民

館
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　
　
　
　
　

廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
５
２
）

あなたの家族とまちを災害から守るために
　昨年の台風のような大災害が発生した場合、市役所
などの行政機関は、各地で多発する被害に対して全力
をあげて対応にあたりますが、道路や橋梁の損壊、水
道管の破損、停電などによって、活動が制限されるな
ど、災害への対応能力の低下が予想されます。
　このような事態のとき、行政機関の活動を待つだ
けでなく、地域住民が自主的に協力して、被災者の
救出、救護、避難誘導、避難所の運営などを行うこと
で、地域の被害を少なくすることができるのではない
でしょうか。
　昨年のような台風や、今世紀前半に予想されている
東南海・南海地震などに備えるため、自主防災組織を
結成して、「自分たちの地域は、自分たちで守る」と
いう連帯感のもと、災害に強いまちをつくりましょう。

全地域で自主防災組織の結成を
　市では全地域での結成をめざし、自治会等で説明会
を開催するなど、結成を呼びかけています。
　現在、市内の自主防災組織は51組織あります。住
民の少ない自治会などでは、連合自治会で組織するな
ど、地域の実情に応じて結成しています。
　未結成の地域につきましては、自主防災の意義をご
理解の上、組織結成のご検討をお願いします。
防災資機材を貸し出します
　自主防災組織の育成促進、災害時の活動に伴う支援
策として、このたび自主防災組織に対する防災資機材
貸与事業を創設しました。
　この事業は、結成された自主防災組織に１組織あた
り約30万円の予算で防災工具セット等を貸与するもの
で、集会所など、自治会の活動拠点に設置されます。

自主防災組織を結成しましょう

詳しくは、市庁舎本館総務課交通防災係（内線2126）または各総合支所総務課総務調整係へ。

ルールとマナーを守って
いつもきれいな
ごみステーションに！
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新社団法人
西条市シルバー人材センターが誕生

国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
を

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
国

土
調
査
未
実
施
区
域
（
旧
西
条
市

分
）
の
調
査
を
再
開
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
下
島
山
の
一
部
（
乙

番
地
）
と
飯
岡
の
一
部
を
調
査
す

る
計
画
で
す
。
（
左
図
参
照
）

　

国
土
調
査
は
、
土
地
の
一
筆
ご

と
の
地
番
、
地
目
、
地
積
等
を
調

査
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
境
界
の

確
認
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館

　

国
土
調
査
課
（
内
線
２
６
４
２
）

社
会
保
険
事
務
所
か
ら

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
で
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猶
予
制
度
の
承
認
を
受
け

て
い
る
期
間
は
、
未
納
の
扱
い
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
慮
の
事
態

が
生
じ
た
と
き
に
も
安
心
で
す
。

　

な
お
、
猶
予
期
間
は
年
金
の
受

給
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
追
納
（
10
年
以
内
）
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
２
年
を
経

過
し
た
場
合
は
、
保
険
料
に
加
算

金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

　

第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

等
に
加
入
す
る
人
の
被
扶
養
配
偶

者
）
の
届
出
も
れ
が
あ
っ
た
場
合
、

届
出
か
ら
２
年
以
上
前
の
分
に
つ

い
て
は
未
納
扱
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
４
月
か
ら
の
改
正
で
、
第

３
号
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、
第
３
号
被
保
険

者
に
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

届
出
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
保
険

料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
な
い

期
間
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
届

出
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
届
出

が
行
わ
れ
た
日
以
後
、
保
険
料
納

付
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
育
児
期
間
中
の
配
慮
措
置

〇
保
険
料
の
免
除
制
度
が
拡
充

　

子
ど
も
が
満
１
歳
に
達
す
る
ま

で
の
育
児
休
業
期
間
中
の
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
免

除
制
度
が
、
子
ど
も
が
満
３
歳
に

達
す
る
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
事
業
主
を
通
じ
て

社
会
保
険
事
務
所
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

〇
標
準
報
酬
月
額
措
置

　

３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
た
め
、
勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど

に
よ
っ
て
標
準
報
酬
月
額
が
低
下

し
た
場
合
は
、
事
業
主
を
通
じ
て

社
会
保
険
事
務
所
に
届
出
を
行
え

ば
、
将
来
の
年
金
額
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
措
置
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

■
在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し

　

老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い

る
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
が
就
労
し

て
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
場
合
は
、
年
金
額
が
一
律
２

割
支
給
停
止
と
な
り
、
さ
ら
に
年

金
額
と
賃
金
額
に
応
じ
て
年
金
が

支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
律
２
割
の
支
給
停
止
が
廃
止
さ

れ
、
年
金
額
と
賃
金
の
額
に
応
じ

た
支
給
停
止
の
み
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
９
７―

３
５―

１
３
０
０

〇
今
治
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
９
８―

３
２―

６
１
４
１

　新「西条市」の発足に伴い、平成17年４月１日を
もって、㈳西条市シルバー人材センター、㈳東予市
シルバー人材センター、丹原町ミニシルバー人材セ
ンター、小松町シルバーゆうが統合し、新たに㈳西
条市シルバー人材センターとしてスタートしました。

≪シルバー人材センター各事務所の所在地≫
■本部・西条事務所　℡0897－55－7785
　大町４５７（西条市民公園内）
■東予事務所　℡0898－76－1580
　壬生川１１１－１（旧東予市・丹原町公共下水道事務組合跡）
■丹原事務所　℡0898－68－7368
　丹原町池田１７３３－１（丹原福祉センター内）
■小松事務所　℡0898－72－6503
　小松町新屋敷乙４８－１（小松保健センター内）

≪シルバー人材センターの会員を募集します≫
　市内にお住まいのかたで、おおむね60歳以上の健康
で働く意欲のあるかたなら、誰でも会員になれます。
■シルバー入会説明会の開催場所・日時
〇東予事務所：毎月第２水曜日　10時から開催
〇西条事務所：毎月第２水曜日　13時から開催
※丹原事務所・小松事務所では、説明会を開催してい
ません。丹原・小松地区のかたは、どちらかご都合
のよい方へお越しください。

21世紀を支えるシルバーパワー

シルバー人材センターからのお知らせ

調査対象区域
西条市 新居浜市
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た

　

愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
た
、
土
壌
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
調
査
結
果
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
測
定
値
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

■
測
定
日　

平
成
16
年
11
月
26
日

■
測
定
結
果

〇
所
藪
児
童
公
園　

０
．
２
２

〇
西
福
寺　
　
　
　

１
．
５

※
環
境
基
準
値
は
１
０
０
０

　
（
単
位
…
Ｐ
ｇ―

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
）

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
環
境

基
準
値
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

て
、
特
に
異
常
は
な
い
も
の
と
判

断
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を

受
け
る
か
た
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
特
別
弔
慰
金（
第
８
回
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
順
位

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
や
養
子

縁
組
に
よ
っ
て
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い
る

か
た
は
除
か
れ
ま
す
）

４
．
前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
か
た

に
限
り
ま
す
）

■
支
給
内
容　

　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

■
請
求
期
限

　

平
成
20
年
３
月
31
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
受
給

資
格
が
消
滅
す
る
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係
（
内
線
１
３
１
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
・
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
１
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
・
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
４
）

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
16
日
〜
22
日

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に

「
行
政
相
談
週
間
」
を
定
め
、
全

国
的
に
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
次

の
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

道
路
、
交
通
安
全
、
消
費
生
活
、

登
記
、
郵
便
、
社
会
福
祉
、
公
害

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

関
す
る
意
見
・
要
望
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
役
所
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

す
。

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

〇
近
藤
博
幸　

（
大
町
）

〇
船
草　

清　

（
氷
見
乙
）

〇
日
和
佐
忠
義
（
上
市
）

〇
竹
本　

節　

（
広
江
）

〇
佐
伯
正
昭　

（
丹
原
町
高
松
）

〇
戸
田
裕
貴　
（
小
松
町
新
屋
敷
）

■
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
毎
月
実
施
し
て

い
ま
す
。
開
催
場
所
や
日
程
は
、

本
紙
の
「
定
期
無
料
相
談
」
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
（
今
月
号
は
26
ペ
ー

ジ
）
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課

　

市
民
相
談
係（
内
線
２
４
６
２
）

　毎週水曜日に市の体育施設を無料開放します。体力
づくり、健康増進など、お気軽にご利用ください。
■利用の際の注意事項
○体育館を使用する場合は、必ず上履きシューズを持
参してください。
○予約や団体の占用使用はできません。皆さんで譲り
合って使用してください。
■問合せ　市庁舎別館体育振興課
　　　　　体育振興係（内線 5255）

ひうち陸上競技場
℡0897－56－0017

総合体育館
℡0897－53－3006

９：00～22：00

９月まで
９：00～20：00
10月～３月
９：00～19：00

アリーナ
トレーニング室
卓球場

ひうち体育館
℡0897－53－3357

アリーナ
トレーニング室

トラック

西条西部体育館
℡0897－57－9383

アリーナ

東予体育館
℡0898－65－5546

丹原体育館
℡0898－68－5580

小松体育館
℡0898－72－5327

アリーナ
トレーニング室
卓球室

アリーナ

アリーナ

９：00～22：00

９：00～22：00

９：00～22：00

９：00～22：00

９：00～18：00

体 育 施 設 名 開 放 時 間
毎週水曜日　市の体育施設を無料開放します

■開放施設・開放時間
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道
前
育
成
園

ふ
れ
あ
い
即
売
会

　

道
前
育
成
園
で
は
、
利
用
者
手

作
り
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
数

多
く
準
備
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
29
日
㈰

　

９
時
30
分
〜
13
時（
雨
天
実
施
）

■
場
所　

道
前
育
成
園
運
動
場

　
　
　
　
（
楠
乙
４
５
４―

５
９
）

■
即
売
品　

縁
台
、
木
工
製
品
、

手
芸
品
、
野
菜
、
花
、
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
品
な
ど

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

℡
０
８
９
８―

６
６―

１
９
５
９

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

５
月
22
日
㈰

　

11
時
〜
14
時
30
分（
雨
天
実
施
）

■
場
所　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
三
芳
９
９
７
）

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
東

予
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

〇
保
育
園
児
に
よ
る
歌
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー

〇
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市

〇
ゲ
ー
ム
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８―

６
６―

４
１
８
５

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
で
き
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
で
す
。
参
加

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
25
日
㈯　

９
時

■
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
振
興
係
（
内
線
５
２
５
５
）

〇
東
予
体
育
館　

℡
０
８
９
８―

６
５―

５
５
４
６

〇
丹
原
総
合
支
所
教
育
委
員
会

　

丹
原
分
室　
　
（
内
線
２
２
５
）

〇
小
松
総
合
支
所
教
育
委
員
会

　

小
松
分
室　
　
（
内
線
２
３
５
）

■種目と開催場所

ラケットテニス

ひうち陸上競技場、
総合運動公園
加茂川河川敷多目的
広場（水都橋下流）

小松体育館

場　　　所種　　　目

グラウンドゴルフ

ターゲットバードゴルフ

シャッフルボード
スマイルボーリング

ペタンク

キンボール

総合体育館

東予体育館

丹原体育館

壬生川
 8:10頃

壬生川
18:30頃

石鎚山
 8:20頃

中　萩
 8:35頃

高　松
11:35頃

新居浜
 8:40頃

新居浜
17:45頃

高　松
15:45頃

伊予小松
 8:15頃

伊予西条
 8:30頃

伊予小松
18:20頃

石鎚山
18:10頃

伊予西条
18:00頃

中　萩
17:50頃

サンポート祭り会場 自由行動
各種イベントをお楽しみください。

≪サンポート祭り臨時列車の行程≫

■日時　５月15日㈰　開場：12時30分
　　　　　　　　　    講演：13時30分～15時
■場所　マリエール東予（東予平安閣　壬生川570）
■入場料　無料（申込必要）
■申込方法　電話、ファックス、ハガキにて、次の

所へお申し込みください。
■申込先・問合せ
　伊予西条間税会（会長　近藤章）
　〒799－1353　三津屋南７－10
　℡0898－64－2329　℻0898－64－5836

国税庁長官 大武健一郎氏 講演会
二十一世紀の日本の国家戦略と税制・税務行政

しゃくやく祭り（新居浜市）
　30種6000本の大輪が咲き乱れます。期間中（14日、
15 日、21 日、22 日）にはお茶席（有料）も開催。
■日時　５月１日㈰～25日㈬
■場所　マイントピア別子
■問合せ　マイントピア別子　℡0897－43－1801
福山ばら祭2005（広島県福山市）
　福山市の花「ばら」をテーマに繰り広げられる福
山市最大のイベントです。
■日時　５月14日㈯・15日㈰
■場所　ばら公園、緑町公園を主会場に福山駅周辺

を結ぶ市内商店街
■問合せ　福山祭委員会　℡084－928－1042

▼▼ あのまち このまち イベント情報 ▼▼

瀬戸内中央都市圏域内の観光イベント情報

　愛媛県代表として、西条祭り
のだんじり５台（予定）が出演
する、勇壮な「サンポート祭り」
に出かけてみませんか？
■日時　５月29日㈰　11時～19時
■場所　高松市サンポート高松（ＪＲ高松駅横）
■イベント内容　西条祭りだんじり、阿波おどり（徳島）
　　　　　　　　よさこい（高知）　ほか
■問合せ　市庁舎別館観光振興課（内線2552）

≪サンポート高松まで臨時列車が運行します≫
　当日は、臨時列車が運行されますので、ご利用ください。
■募集人員　150人（添乗員同行）
■代金　〇伊予西条エリア（新居浜駅～石鎚山駅発）
　　　　　大人：3400円　子ども：1700円
　　　　〇壬生川エリア（伊予小松駅～壬生川駅発）
　　　　　大人：3500円　子ども：1750円
■問合せ　ＪＲ伊予西条駅　℡0897－56－3133
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

催
し

春
季
市
民
芸
術
文
化
祭

５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
開
催

美
術
展

■
展
示
時
間

　

21
日　

10
時
〜
17
時

　

22
日　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
、
展
示
室

■
展
示
内
容

　

生
け
花
、
日
本
画
、
工
芸
、
写

真
、
俳
画
、
川
柳
、
書
道
、
洋

画
、

芸
能
祭

■
開
演
時
間
（
30
分
前
に
開
場
）

　

21
日　

11
時
30
分
〜
19
時
40
分

　

22
日　

10
時
30
分
〜
13
時
40
分

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

■
公
演
内
容

　

〈
21
日
〉
三
曲
、
日
舞
、
カ
ラ

オ
ケ
、
〈
22
日
〉
大
正
琴
、
民
謡
、

コ
ー
ラ
ス
、
三
曲

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
生
涯
学
習
課

　

文
化
振
興
係（
内
線
５
２
３
７
）

平
成
17
年
度　

市
民
大
学

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
高
度
で
専
門

的
な
学
習
要
望
に
お
応
え
し
、
生

涯
学
習
社
会
の
新
し
い
学
習
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
市
民
大
学
を

開
設
し
ま
す
。

　

市
民
大
学
の
各
講
座
は
、
５
か

ら
６
回
の
内
容
で
構
成
さ
れ
、
８

割
以
上
出
席
す
れ
ば
、
そ
の
講
座

の
単
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
10
単

位
修
得
す
る
と
卒
業
と
な
り
、
学

長
（
市
長
）
か
ら
卒
業
証
書
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

　

各
講
座
の
主
な
内
容
は
、
下
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

市
民
大
学
の
案
内
チ
ラ
シ
に
申

込
用
紙
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
中
央
公

民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

案
内
の
チ
ラ
シ
は
、
市
庁
舎
、

各
総
合
支
所
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申

し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

■
問
合
せ

　

中
央
公
民
館
（
壬
生
川
４
０
１

―

１　

東
予
体
育
館
横
）

℡
０
８
９
８―

６
５―

４
０
３
０

定員

身近な法律講座
主題：身近な法律問題

文学講座
主題：古典文学に親しむ

健康講座
主題：予防は治療に勝る

マナー講座
主題：現代作法

人権・同和教育講座

・６月18日（土）　いろいろな事故による損害賠償
・７月16日（土）　夫婦をめぐる法律問題
・８月20日（土）　相殺をめぐる法律問題
・９月17日（土）　消費者取引をめぐる法律問題「悪徳商法」
・11月19日（土）　裁判員制度について
　講師：弁護士　市川武志氏

・７月23日（土）　万葉の世界
・８月27日（土）　今昔物語集の世界
・９月24日（土）　平家物語の世界
・10月22日（土）　西行の文学
・11月26日（土）　子規と古典文学
　講師：愛媛大学法文学部教授　田村憲治氏

・７月２日（土）　予防は治療に勝る「がんを中心に」
・８月６日（土）　予防は治療に勝る「生活習慣病を中心に」
・９月３日（土）　女性のための健康「４つのキーワード」
・10月１日（土）　21世紀の健康「今までの常識を変えてみる」
・11月５日（土）　高齢化社会を楽しく生きぬく
　講師：前県厚生連健診センター常務理事　新山博彬氏

・６月10日（金）　訪問のマナー「あいさつ」
・７月８日（金）　儀式のマナー「婚礼と贈答」
・８月12日（金）　儀式のマナー「葬儀」
・９月９日（金）　飲食のマナー「和食」
・11月11日（金）　飲食のマナー「洋食」
　講師：全日本作法会家督　井関智子氏

・６月18日（土）　昨日の自分より今日の自分が好き
　講師：徳島県教育委員会派遣社会教育主事　森口健司氏

・７月９日（土）　未定
　講師：市生涯学習推進講師　矢野輝男氏

・８月20日（土）　未定
　講師：県人権教育協議会講師団講師　秋元良次氏

・９月３日（土）　人権コンサート
　講師：ナースログ・アンド氏

・10月１日（土）　未定
　講師：四国エイズプロジェクト代表　木城香代氏

・10月29日（土）　未定
　講師：県生涯学習推進講師　米田孝弘氏

中央公民館
周布401－１

中央公民館
周布401－１

小松公民館
小松町新屋敷甲3008

西条公民館
新田218－21

６月～８月実施分

西条農協会館
はなゆい
神拝甲478－１

９月・10月実施分

中央公民館
周布401－１

単位回数開　催　場　所講 座 日 程 ・ 内 容 （ 予 定 ）講　座　名

５

５

５

５

６

１

１

１

１

１

100

200

100

50

400

市民大学　各講座一覧表
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外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
３
階
研
修
室

■
主
催　

西
条
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

国
際
交
流
係（
内
線
２
５
２
６
）

中
国
語
講
座

■
日
時　

５
月
24
日
㈫（
開
講
式
）

　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

　

第
２
・
第
４
火
曜
日
実
施　
　

■
場
所　

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

■
主
催　

丹
原
国
際
交
流
協
会

■
問
合
せ　

丹
原
総
合
支
所
内

　

協
会
事
務
局　
（
内
線
２
２
３
）

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
程
（
13
時
〜
15
時
）

○
初
級　

５
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

の
月
・
水
・
金
曜
日（
計
７
回
）

○
中
級　

６
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬

の
月
・
水
・
金
曜
日（
計
７
回
）

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
か
た

■
受
講
内
容

　

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
、
電
子
メ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

■
定
員　

各
20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
期
限　

５
月
９
日
㈪

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
３
）

※
申
し
込
み
は
、
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

い
き
い
き
高
齢
者
づ
く
り
教
室

　　

心
身
の
健
康
や
生
活
の
質
を
高

め
る
た
め
の
、
講
習
や
交
流
活
動

を
行
う
教
室
で
す
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
の
か
た

■
実
施
回
数

　

６
月
か
ら
２
月
ま
で
の
８
回

■
日
時
・
場
所

〇
第
１
水
曜
日　

13
時
〜
15
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

〇
第
３
水
曜
日　

13
時
〜
15
時

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
定
員　

各
会
場
20
人（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮

■
申
込
先　

　

市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
内
）

℡
０
８
９
７―

５
６―

７
８
３
６

※
申
し
込
み
は
、
電
話
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

５
月
の
人
材
育
成
研
修
講
座

■
専
門
技
術
研
修
講
座

〇
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ―

Ｃ
Ａ
Ｄ　

Ｌ
Ｔ

　

基
本
操
作
編

　

21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日
㈯

　

９
時
〜
16
時

■
パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

〇
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

21
日
㈯
・
28
日
㈯　

９
時
〜
16
時

〇
業
務
で
使
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

14
日
㈯
・
15
日
㈰　

９
時
〜
16
時

〇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か

す
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

14
日
㈯
・
15
日
㈰　

９
時
〜
16
時

■
自
己
啓
発
研
修
講
座

〇
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
自
己

啓
発
①

　

13
日
㈮　

９
時
〜
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
が

　

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

　

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９

　

７―

６
６―

１
１
１
１
）
へ
。

西
農
ふ
れ
あ
い
体
験
学
級

■
日
時

　

５
月
28
日
㈯
、
６
月
25
日
㈯
、

　

７
月
２
日
㈯
、
８
月
20
日
㈯
、

　

９
月
10
日
㈯
、
10
月
１
日
㈯
、

　

10
月
22
日
㈯
、
11
月
19
日
㈯ 
、

　

12
月
３
日
㈯　

（
計
９
日
間
）

　

14
時
〜
16
時

■
場
所　

西
条
農
業
高
等
学
校

■
体
験
学
級
の
内
容

　

ジ
ャ
ム
の
製
造
、
も
ち
を
作
ろ

う
①「
田
植
え
」、
織
機
を
使
っ
た

壁
飾
り
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
製
造
、

表
札
を
作
ろ
う
、
ス
ト
ー
ン
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
年

賀
状
作
り
、も
ち
を
作
ろ
う
②「
も

ち
つ
き
」、
写
真
を
撮
ろ
う

■
受
講
料　

材
料
費
３
０
０
０
円

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

５
月
13
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
農
業
高
等
学
校

℡
０
８
９
７―

５
６―

３
６
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当　

松
尾
）

■
千
町
棚
田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

西
条
農
業
高
等
学
校
で
は
、
千

町
棚
田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
定
員

30
人
）
。
棚
田
で
草
花
や
穀
物
を

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
料
は
無
料
で
、
毎
月
第
１

土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
西
条
農
業
高
等
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１日（日）　8：00
８日（日）　9：00

22日（日）　8：00
29日（日）　9：00

８日（日）　9：00

15日（日）　8：00

15日（日）　8：30

15日（日）　9：00

29日（日）　8：00

29日（日）　8：30

29日（日）　9：00

ひうち球場、クラレグラウンド、
西部公園運動広場、ほか

ひうち球場、クラレグラウンド、
西部公園運動広場、ほか

西部公園テニスコート

丹原東中学校

東予運動公園テニスコート

ひうち陸上競技場

総合体育館

東予体育館

総合体育館

西条軟式野球協会旗
軟式野球大会

第22回西条市テニス協会
会長杯　テニス大会

若武者杯
第33回丹原剣道大会

体育協会杯
ソフトテニス大会

第60回
東予陸上競技選手権大会

西条市議会議長杯
軟式野球大会

第34回
西条市青少年柔道大会

第20回
愛媛県少年剣道練成大会

第８回年齢別西条オープン
バドミントン大会

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

５月のスポーツカレンダー
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、「
こ
ん

な
環
境
の
ま
ち
に
し
た
い
」、
そ

の
た
め
に
は
、「
こ
ん
な
取
り
組

み
を
広
め
た
い
」
と
い
う
想
い
を

実
現
す
る
た
め
、
市
と
一
緒
に
な

っ
て
、
環
境
基
本
計
画
の
素
案
を

作
成
・
実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

月
２
回
の
グ
ル
ー
プ
会
議
と
２

カ
月
に
１
回
程
度
の
全
体
会
議
に

参
加
し
て
、
西
条
市
の
環
境
を
学

習
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

■
対
象　

西
条
市
の
環
境
に
関
心

が
あ
る
中
学
生
以
上
の
か
た
（
市

外
在
住
者
可
）　

■
応
募
期
限
（
第
１
回
）

　

５
月
31
日
㈫（
期
限
後
も
応
募

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
次
の
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
提
出
先
に
あ

り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
用
紙
の
提
出
先

〇
持
参
の
場
合

　

市
庁
舎
別
館
環
境
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
公
民
館

〇
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４　
「
環
境
課
」宛

〇
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　

kankyo@
saijo-city.jp

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係（
内
線
２
４
４
３
）

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

協
力
店
募
集

　

理
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
自

宅
を
訪
問
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
店

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
店
舗
を
有
す
る

理
美
容
店

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係　
（
内
線
１
３
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係　
（
内
線
２
８
１
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係　
（
内
線
１
２
３
）

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ　

西
条
英
語
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会　

会
員
募
集

■
活
動
内
容

　

国
際
交
流
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

国
際
理
解
講
座
な
ど

■
会
費　

３
６
０
０
円
（
年
間
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

国
際
交
流
係（
内
線
２
５
２
６
）

丹
原
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
と
総
会
の
案
内

　

丹
原
国
際
交
流
協
会
で
は
、
会

員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５

月
に
は
、
総
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
総
会
の
日
時
・
場
所

　

５
月
８
日
㈰　

18
時
30
分

　

丹
原
公
民
館
研
修
室

■
会
費　

３
０
０
０
円
（
年
間
）

■
問
合
せ　

丹
原
総
合
支
所
内

　

協
会
事
務
局　
（
内
線
２
２
３
）

天
気
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
募
集

　

今
治
海
上
保
安
部
で
は
、
海
難

防
止
に
役
立
て
る
た
め
、
東
予
地

方
に
伝
わ
る
、天
気
に
関
す
る「
こ

と
わ
ざ
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
か
た
は
、「
こ
と
わ

ざ
」
と
「
意
味
」、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
中
か

ら
今
治
海
上
保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

今
治
海
上
保
安
部

℡
０
８
９
８―

２
３―

５
５
１
５

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/06kanku/im

abari/
新「西条市」まちづくり懇話会
男女共同参画推進会議　参加者募集

総合計画策定のための
新「西条市」まちづくり懇話会
　総合計画は、今後、10年間で西条市がめざす未来像と、
これを実現するために取り組むための、さまざまな事項を
定める重要な計画です。
　懇話会では、これからのまちづくりの方向性などについ
て、市民の皆さまのご意見・ご提言をいただきます。
■任期　平成18年３月31日まで
■募集人員　20人程度（市内在住者）

　市では、新しい「総合計画」や「男女共同参画計画」を
作成するに当たり、次のとおり懇話会などを開催します。
　参加者を募集しますので、ぜひ、ご応募ください。

男女共同参画計画策定のための
男女共同参画推進会議
　男女共同参画計画は、性別にかかわりなく、お互いが人
権を尊重しつつ、責任を分かち合い、その個性と能力を発
揮できる社会づくりに取り組むための計画です。
　会議では、男女共同参画社会を実現するため、市民の皆
さまのご意見・ご提言をいただきます。
■任期　委嘱の日から２年間
■募集人員　５人程度（市内在住者）

≪応募方法≫ 　応募用紙にそれぞれの計画に対するご意見などを記入の上、５月20日㈮までに、郵便、ファックス、電
子メールで、担当課へ提出してください。応募用紙は、市庁舎、各総合支所、各公民館、総合福祉セン
ター（もてこい元気館）にあります。また、市のホームページからダウンロードもできます。

≪応募先≫ 〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館　企画課
 　℻0897－52－1230　　Ｅメール  kikaku＠saijo-city.jp
≪問合せ≫ 新「西条市」まちづくり懇話会：企画調整係（内線2523）男女共同参画推進会議：男女共同参画係（内線2526）
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三宅孝彰絵画展　５月10日㈫～６月10日㈮
　市内在住の三宅孝彰さんが描
いた油絵を展示します。三宅さ
んは、旅行中に北海道で右半身
不随となり、それから十余年、
北海道や石鎚など、数々の作品
を描き続けてこられました。
　見ごたえのある力作を、ぜひ
ご覧ください。

おあしす市場でお菓子館をはじめました
　おあしす市場では、新「西条
市」の誕生に伴い、４月から市
内各所で販売されている銘菓を
取りそろえています。まだ、品
ぞろえが充分とはいえません
が、お越しの際は、ご贈答、お
土産にぜひどうぞ。

５月の休館日
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日（４日は開館）。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

表装展　５月１日㈰～29日㈰
　生涯学習の館や神拝公民館などで、表装の指導をされて
いる高橋良治さんの、生徒の皆さんによる作品展です。

木工創作教室受講生募集
　毎月第２・４土曜日　13時～17時　開催
　基礎から指導するので、初めてのかたでも簡単に作れま
す。受講料は無料ですが、材料費は個人負担となります。

水彩画・油絵教室
　毎月第１・３土曜日　19時～22時　開催
　初めてのかたでも基礎から習えます。用具は各自持参。

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：９時～22時

小・中学生無料開放日
　５月７日㈯・14日㈯　10時～12時
　小・中学生を対象にプールを無料で開放します。
平泳ぎ教室　５月28日㈯　10時30分～11時
　小・中学生を対象にした無料の平泳ぎ教室です。

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮
開館時間：10時～21時

俳画展　５月25日㈬～６月17日㈮
　市内一円の俳画愛好家の皆さんの作品展です。俳句と絵
の季節感を、ぜひご鑑賞ください。

書道展　５月20日㈮まで
　先月から引き続き、丹原町の書道愛好家の皆さんの作品
を展示しています。

５月の休館日：毎週月曜日、３日㈫～５日㈭
開館時間：８時30分～17時

石碑による吉岡地区史跡展
　５月26日㈭～７月14日㈭
　記念碑、頌

しょうとくひ

徳碑、道しるべ、五輪塔、墓誌銘、塚など、
吉岡地区に建立している石碑を写真と資料で紹介します。

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会
の
ご
案
内

　

消
防
署
で
は
、
毎
月
第
３

日
曜
日
を
「
応
急
手
当
の

日
」
と
定
め
、
定
期
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
心
肺

蘇
生
法
な
ど
、
乳
児
か
ら
大

人
ま
で
の
応
急
手
当
の
方
法

を
、
受
講
者
の
希
望
に
沿
っ

た
内
容
で
行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
15
日
㈰　

９
時
〜
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
２
階
会
議
室
（
丹
原
町
願
連

寺
４
４
２―

１　

旧
周
桑
消
防
署
）

※
今
後
、
偶
数
月
は
東
消
防
署
、
奇
数
月
は
西
消

防
署
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
申
込
先
（
電
話
で
申
し
込
め
ま
す
）

〇
東
消
防
署　

℡
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

〇
西
消
防
署　

℡
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
の
開
催

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
（
前
期
）
の
受
験
者
を
対
象
と
し
た
、
準

備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭　

９
時
〜
16
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
大
会
議
室
（
新
田

１
８
３―

１　

旧
西
条
市
消
防
署
）

■
受
講
料　

８
４
０
０
円
（
会
員
６
０
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

３
冊　

３
９
０
０
円

■
申
込
期
間　

５
月
６
日
㈮
〜
27
日
㈮

■
申
込
先

　

消
防
本
部（
東
消
防
署
）予
防
課
危
険
物
係
内

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会

　

℡
０
８
９
７―

５
６―

０
２
５
１

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－21
℡0898 － 76 － 3111（オアシス）　℡0898 － 76 － 3511（椿交流館）

生涯学習の館　天神1‒205  ℡0897－53－8686

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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のみの市　５月１日㈰～５日㈭
　ご家庭に不用品（贈答品、日用品、タオルなど）があれ

ば、ご提供ください。
春期読書マラソン　５月21日㈯まで
　小学生から大人まで参加できる、読書マラソンです。期間
中（４月22日～５月21日）に読んだ本の名前を、こどもの国
にある用紙に記入して、本を42冊（21冊）読み終えると、記
念品を贈呈します。用紙の提出期限は５月29日㈰です。

五月人形展　５月８日㈰まで
　３階特別展示室で、五月人形を展示しています。

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：８時30分～17時

プラネタリウム情報

ピーターパンVSフック船長　星空の対決 投影中
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時の２回
○日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分の４回
○第２・４土曜日は、10時から無料投影をしています。
※65歳以上のかたは無料です。

伊万里焼展　５月１日㈰～31日㈫
郷土作家掛軸展　５月１日㈰～31日㈫
日本史講座　５月26日㈭　13時30分～15時
　テーマ：日本海海戦と日露戦争　講師：塩見淳氏

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：９時～17時

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：９時～17時

吹工房　村上恭一のガラス展　５月18日㈬～22日㈰
　地元出身のガラス工芸家、村上恭一さんの個展を３年ぶり
に開催。デザイン、造形ともに評価を高めている村上さんの
作品は、現代の暮らしの中で用いられつつ、心を明るく楽し
ませてくれます。20日～22日には村上さんが来館しています
ので、ぜひお越しください。（22日は15時までの展示）

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭
開館時間：９時～17時

紋様石展　５月３日㈫～29日㈰
　故黒田武恒氏から寄贈
された、動物や風景など
の紋様が入っている「紋

様石」を展示します。

西条よりみちスポット写真展
　新「西条市」の名所や観光地などを紹介した写真を展示し
ています。

３階展示場で自分たちの作品展を開催しませんか
　考古歴史館の３階を創作活
動の発表場所として、市民の
皆さんに無料で提供していま
す。グループや個人を問いま
せん。詳しくは、考古歴史館

へお問い合わせください。

１日～５日
９：00～16：00

楽しい電子工作
バーナル楽器を作ろう

21日
13：30～15：30

小・中学生（定員10人）
小学１～３年は保護者同伴

太陽や星を見る会
春の星座と月・太陽

２日
13：30～15：30

小学４年生以上
定員：60人

４日・29日
13：30～16：30

木彫教室
小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

５日
13：30～16：30

小学生将棋大会 定員：24人

３日
10：00～15：00

だんじりをかつごう 小・中学生　定員：10人

３日
13：30～15：00

囲碁教室 小・中学生　定員：10人

14日
13：30～15：30

七宝焼教室
小学生以上（保護者同伴）
定員：15人　費用：400円

１日・15日
13：30～15：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
持参品：エプロン

22日
13：30～16：30

おもしろ工作教室 小学生

地球探検
滑川の植物化石

15日
９：00～15：00

小学４年生以上
定員：30人

小学生パソコン教室
シリーズⅠ　①②

21日・28日
14：00～16：00

申込期限：５月８日
小学　４～６年生　定員：８人
※小学４年は保護者同伴

楽しい電子工作
ボタンライトを作ろう

７日
13：30～15：30

小学１～６年生
定員：15人

持参品：自分の写真
費用：１個100円

８日・21日
10：00～12：00

絵画教室
小学２～６年生
定員：10人

おはなしのへや

毎週土曜日
10：30～12：00

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土・日曜日
14：10～14：40

子ども放送局

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

親子木工教室
28日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

24日
13：30～15：30

将棋教室 小学生（定員10人）

30日
13：30～15：00

イラスト教室
小学５～中学生
定員：10人

子ども向け番組の放送

楽しい英語による大型絵
本の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

バッジを作ろう

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

こどもの国　５月の行事予定

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

◀
羊

◀
鯉
の
滝
の
ぼ
り
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５月の休館日　毎週月曜日、３日㈫、
　　　　　　　４日㈬、６日㈮
開館時間　８時30分～17時

▼５月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間
　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。現在は旧西条
市内のステーションを巡回しています。詳しくは、西条図書館へ
お問い合わせください。
■５月３日・17日・31日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→生涯学習
の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：20 ～ 16：20）
■５月10日・24日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（13：20 ～ 14：00）→禎
瑞小学校（14：20 ～ 15：10）→氷見公民館（15：30 ～ 16：30）
■５月４日・18日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡公民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入
口（14：40 ～ 15：30）
■５月11日・25日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→西条西部地域交流センター（13：30
～ 14：10）→橘公民館（14：30 ～ 15：10）→神戸公民館（15：30 ～ 16：20）
■５月７日・21日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00 ～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50 ～ 11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30 ～ 14：20）→大町公民館（14：40 ～ 15：30）
■５月14日・28日（土曜日）
　氷見西町集会所（10：00 ～ 10：50）→旧西田郵便局横（13：30 ～ 14：10）→
禎瑞中組（14：30 ～ 15：10）→八幡集会所（15：20 ～ 15：50）
■５月１日・15日・29日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→飯岡戻川集会所（13：30 ～ 14：00）→ＪＡ西条玉津支所（14：10
～ 14：40）→港新地集会所（15：00 ～ 15：40）
■５月８日・22日（日曜日）
　新御堂児童公園（10：00 ～ 10：40）→野々市集会所（10：50 ～ 11：30）→兎
之山集会所（13：30 ～ 14：00）→舟形バス停横（14：20 ～ 15：00）→ＪＡ西条
神戸低温倉庫（15：20 ～ 16：10）

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭、31日㈫
開館時間：９時30分～19時

小松の大昔を見る　最新調査から見直す小松の考古学
　６月26日㈰まで

　先月から引き続き、縄文時
代、弥生時代、古墳時代の遺
跡や古墳、法安寺と条里制に
至る、小松町の埋蔵文化財に
ついて、最新知識と出土品を
紹介しています。

５月の休館日：毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭、31日㈫
開館時間：９時30分～17時30分

洗濯物をラクチ
ンに取り込む裏
ワザなど、最新
裏ワザから使え
る裏ワザまで、
199ネタを収録。

子どもたちに地
震のイメージを
喚起させ、楽し
く防災の意識付
けができ、地震
に負けない生き
抜く力を育てる
絵本。

児 童 館 の お 知 ら せ
小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

西条図書館　　　明屋敷238－2 ℡0897－56－2668

東予図書館　　　周布427 ℡0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1 ℡0898－72－5634

今月の新着本
伊東家の食卓使える！裏ワザ大全集
日本テレビ放送網

あっ！じしん
鈴木まもる／絵　　金子　章／文

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ジャンボお絵かき大会
　５月５日㈭　14時～15時
　対象：幼児（保護者同伴）以上
■子どもの日ゲーム大会（申込必要　定員 40 人）
　５月14日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生以下（幼児は保護者同伴）
■親子体操（申込必要　定員15組）
　５月17日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者
■太極拳（申込必要　定員15人）
　５月21日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生以上
西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■紙工作
　５月５日㈭　13時30分～14時30分
　「こいのぼり」を作ろう。
■こども映画会（ブラザー・ベア）
　５月７日㈯　13時30分～15時
■お楽しみゲーム大会（申込必要　定員30人）
　５月14日㈯　10時30分～12時
　対象：小学生以下（幼児は保護者同伴）
東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■こどもフェスティバル
　５月１日㈰　12時～15時
■飛行機作り
　５月12日㈭　14時～16時
丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■お楽しみ会
　５月５日㈭　14時～16時
　ゲーム、おもちゃ作り（おやつ有り）
■児童館まつり
　５月22日㈰　11時～15時
〇おもちゃ作りコーナー（材料費必要）
　スライム、キーホルダー、スーパーボール、砂
絵を作ってみよう。
〇遊びのコーナー（有料）
　シャボン玉、くじびきで遊ぼう。
〇ＶＹＳのコーナー
〇バザー（有料）　綿菓子、ポップコーンなど

▶
約
２
０
０
０
年
前
の

弥
生
式
土
器
の
つ
ぼ

（
小
松
町
道
場
遺
跡

か
ら
出
土
）
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　３月20日、穏やかな気候の中、合併後初の消防観閲式が盛大
に挙行されました。式には、消防団１本部29分団の総勢1,498
人と車両約50台の威風堂々とした陣容が揃いました。
　市長や来賓者が見守る中、団員による規律のとれた入場行進、
服装姿勢点検が執り行われ、団員の引き締まった表情の中には、
消防防災活動への高い士気と結束力が表れていました。
　消防関係表彰式では、消防長官表彰をはじめ、消防活動に功
績のあったかたがたなど195人が表彰されました。
　終了後には、加茂川河川敷で各分団の消防ポンプ自動車によ
る一斉放水が行われ、五色の水しぶきが空に映える中、華やか
に式の幕を閉じました。

平
成
17
年
消
防
観
閲
式
受
賞
者

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

■
防
災
功
労
団
体
表
彰　

西
条
市
消
防
団

■
永
年
勤
続
功
労
章

【
飯
岡
分
団
】　　

寺
田
近
夫
（
分
団
長
）

【
桜
樹
分
団
】　　

小
笠
原
範
幸
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　　

髙
橋
忠
親
（
分
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　　

伊
藤
孟
滋
（
副
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】　　

高
橋
正
昭
（
副
分
団
長
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

■
功
労
章

【
消
防
本
部
】　　

越
智　

茂
（
消
防
司
令
）

　
　
　
　
　
　
　

久
門　

博（
消
防
司
令
補
）

【
吉
井
分
団
】　　

菅　

康
至
（
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　　

井
上
一
夫
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　　

渡
部
清
一
（
副
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】　　

渡
部
仁
志
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　　

桑
原
辰
男
（
副
分
団
長
）

【
玉
津
分
団
】　　

白
木
統
務
（
副
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　　

日
野
優
次
郎（
副
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】　　

武
田
良
一
（
部
長
）

【
小
松
分
団
】　　

戸
田
茂
樹
（
部
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

■
功
績
章

【
団
本
部
】　　
　

玉
置
正
勝
（
副
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　　

髙
橋
忠
孝
（
分
団
長
）

■
精
績
章

【
団
本
部
】　　
　

藏
本
友
行
（
副
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

今
井
慶
二
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　　

高
橋　

稔
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　　

野
村
盛
雄
（
部
長
）

■
勤
続
章

【
団
本
部
】　　
　

今
井
貞
幸
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
逸
喜
（
副
団
長
）

【
三
芳
分
団
】　　

髙
橋
信
久
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　　

髙
橋
忠
親
（
分
団
長
）

【
小
松
分
団
】　　

三
村
康
行
（
副
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

原
田
主
税
（
班
長
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

【
田
野
分
団
】　　

佐
伯
春
喜
（
分
団
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

藤
原
宏
一
郎
（
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】　　

渡
部
仁
志
（
副
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　　

宮
竹
孝
敏
（
副
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】　　

伊
藤
篤
志
（
副
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】　　

高
橋
正
昭
（
副
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
庄
内
分
団
】　　

藤
井　

剛
（
副
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　　

松
木　

來
（
部
長
）

【
楠
河
分
団
】　　

大
森
國
茂
（
部
長
）

【
庄
内
分
団
】　　

浅
山
真
治
（
部
長
）

【
田
野
分
団
】　　

岡
本
博
文
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

玉
井
好
洋
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
内
裕
正
（
部
長
）

【
中
川
分
団
】　　

佐
伯
高
志
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

臼
坂
義
則
（
部
長
）

【
玉
津
分
団
】　　

秦　

彰
吾
（
班
長
）

【
橘
分
団
】　　
　

髙
橋
擴
光
（
班
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

山
内
孝
幸
（
班
長
）

【
吉
井
分
団
】　　

德
永
智
幸
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

兵
頭
忠
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
川
幹
生
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】　　

髙
橋
直
樹
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

日
野
邦
彦
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　　

貝
﨑　

要
（
班
長
）

【
吉
岡
分
団
】　　

近
藤　

誠
（
班
長
）

▲永年勤続功労章を受章したみなさん

加茂川河川敷での消防ポンプ自動車による一斉放水

平
成
17
年

　

消
防
観
閲
式

（
敬
称
略
）
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【
三
芳
分
団
】　　

大
本　

諭
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　　

菅　

敏
郎
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
宏
志
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

竹
田
博
之
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】　　

渡
部
恭
久
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】　　

近
藤
貴
和
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
建
樹
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】　　

黒
川
保
治
（
班
長
）

【
桜
樹
分
団
】　　

佐
伯　

勇
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
貞
金
（
班
長
）

【
飯
岡
分
団
】　　

矢
野
武
彦
・
德
増
賢
一

【
神
戸
分
団
】　　

曽
我
部
俊
雄
・
山
崎
輝
雄

【
禎
瑞
分
団
】　　

津
嶋
通
男
・
高
木
道
明

【
氷
見
分
団
】　　

白
上
雅
康
・
青
野
良
行

【
加
茂
分
団
】　　

伊
藤
眞
一
郎

【
周
布
分
団
】　　

日
野
徳
久

【
多
賀
分
団
】　　

渡
部
剛
大

【
壬
生
川
分
団
】　

秋
川
貴
則

【
三
芳
分
団
】　　

杉　

悦
雄

【
楠
河
分
団
】　　

松
木
直
紀
・
松
木
良
文

【
丹
原
分
団
】　　

行
元　

彦
・
吉
本
臣
久

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
道
昌

【
徳
田
分
団
】　　

松
木
正
博

【
小
松
分
団
】　　

玉
置
荷
光
・
竹
田
勝
年

　
　
　
　
　
　
　

玉
井　

江

【
石
根
分
団
】　　

黒
川
敏
男
・
瀨
川
善
晴

　
　
　
　
　
　
　

手
島
康
博
・
戸
田
浩
一

■
規
律
章

【
禎
瑞
分
団
】　　

三
崎
和
英

【
西
条
分
団
】　　

青
木
献
司

【
大
町
分
団
】　　

橋
本
省
吾

【
飯
岡
分
団
】　　

神
野
竜
美

【
橘
分
団
】　　
　

落
合　

正

■
感
謝
状(

内
助
の
功
労
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
綱
男
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

富
子

【
加
茂
分
団
】　　

石
野
道
夫
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
野
ユ
リ
子

西
条
市
長
表
彰

■
勤
続
10
年

【
東
支
団
本
部
】　

浅
田
繁
男
（
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】　　

武
田
和
敏
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　　

目
見
田
稔
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

菅　

武
司
（
班
長
）

【
玉
津
分
団
】　　

藤
田
豊
志

【
神
戸
分
団
】　　

合
田
伸
志

【
橘
分
団
】　　
　

丹　

寛
士

【
氷
見
分
団
】　　

増
田
光
国

【
吉
井
分
団
】　　

岡
本
光
弘

【
周
布
分
団
】　　

越
智
正
敏

【
多
賀
分
団
】　　

越
智　

勝

【
国
安
分
団
】　　

田
中　

修
・
松
木　

修

【
氷
見
分
団
】　　

塩
見
幸
男
・
丹　

昌
照

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
嘉
朗

【
大
保
木
分
団
】　

松
下　

木

【
吉
井
分
団
】　　

首
藤
宣
正
・
桧
垣
泰
敏

　
　
　
　
　
　
　

塩
崎
洋
章
・
塩
崎
善
友

【
周
布
分
団
】　　

越
智
浩
二

【
多
賀
分
団
】　　

神
野
林
太
郎
・
武
方
謙
一

　
　
　
　
　
　
　

川
原
雅
人
・
中
村
旭
伸

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
鉄
司
・
佐
伯
彰
則

【
壬
生
川
分
団
】　

柳
瀬
重
信
・
一
色
春
喜

【
国
安
分
団
】　　

村
上
伸
二
・
山
路
寛
之

　
　
　
　
　
　
　

相
原
隆
治
・
田
中
裕
樹

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
将
也
・
青
野
秀
昭

　
　
　
　
　
　
　

武
田
直
己

【
吉
岡
分
団
】　　

鎌
田
正
志
・
青
野
和
幸

　
　
　
　
　
　
　

越
智
政
史
・
串
部
政
規

　
　
　
　
　
　
　

桧
垣
法
史

【
三
芳
分
団
】　　

内
藤
一
行
・
泉　

弘
明

　
　
　
　
　
　
　

山
内
浩
二
・
大
本
利
彦

【
楠
河
分
団
】　　

檜
垣
俊
宏
・
池
田
義
文

　
　
　
　
　
　
　

武
田
淳
哉

【
庄
内
分
団
】　　

山
内
浩
昭
・
青
野　

誠

　
　
　
　
　
　
　

青
野
真
二
・
芥
川
幸
久

【
徳
田
分
団
】　　

武
田
恒
久
・
鎌
倉
新
吾

【
田
野
分
団
】　　

黒
河
祐
二
・
玉
井
久
人

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
公
昭
・
佐
伯
哲
也

　
　
　
　
　
　
　

越
智
康
博

【
中
川
分
団
】　　

今
井
啓
二
・
小
坂　

望

【
桜
樹
分
団
】　　

佐
伯
友
一

【
小
松
分
団
】　　

三
宅　

篤
・
南
部
充
利

　
　
　
　
　
　
　

茨
木　

健
・
瓜
守
隆
史

　
　
　
　
　
　
　

首
藤
健
一
・
今
井
慎
治

　
　
　
　
　
　
　

松
井
清
志
・
桑
原
健
一

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
）

【
大
保
木
校
区
】　

工
藤
照
子

【
吉
岡
分
団
】　　

村
上
和
則

【
丹
原
分
団
】　　

森
田　

伸

【
徳
田
分
団
】　　

佐
伯
清
仁
・
桑
村
昌
隆

【
田
野
分
団
】　　

徳
永
耕
治
・
山
内
昌
男

【
中
川
分
団
】　　

大
亀
隆
晴
・
越
智
正
一

【
桜
樹
分
団
】　　

越
智
政
孝

【
小
松
分
団
】　　

岩
間
弘
眞

【
石
根
分
団
】　　

髙
橋
和
広

■
勤
続
５
年

【
田
野
分
団
】　　

藤
田
伸
二
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】　　

首
藤　

弾
・
松
本
浩
司

　
　
　
　
　
　
　

白
川　

剛

【
神
拝
分
団
】　　

久
岡
五
鈴

【
玉
津
分
団
】　　

高
橋
和
宏
・
綱
本
正
樹

　
　
　
　
　
　
　

川
上
裕
視

【
飯
岡
分
団
】　　

中
島
新
夫
・
二
ノ
宮
豊
博

　
　
　
　
　
　
　

八
尋　

勝

【
神
戸
分
団
】　　

渡
辺
清
美
・
伊
藤
依
英

　
　
　
　
　
　
　

稲
富
靖
也
・
菅　

昭
喜

【
禎
瑞
分
団
】　　

矢
野
博
司

▲きびきびと行進する消防団のみなさん

▲伊藤市長から観閲を受ける消防団のみなさん
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　旧２市２町の区域ごと
に設置された地域審議会
の第１回会議が、４地区
合同で開催されました。
会議では、伊藤市長が各
地区審議会の代表に委嘱
状を手渡したほか、各地
区審議会の会長・副会長
の選任、新市建設計画の
概要説明などが行われま
した。

　田滝小学校で３年ぶりに
第111回の入学式が行われ
ました。新入生の杉千尋さ
んがお母さんと一緒に、少
し緊張した表情で出席しま
した。一人きりの新入生で
したが、８人の上級生全員
から温かい言葉をかけても
らい、うれしそうでした。
元気で６年間、がんばって
ね。
（写真は、担任の来先生と
一緒の退場シーン）

　石鎚ふれあいの里で、山菜まつり
が開催されました。
　お天気にも恵まれ、約1300人の家
族連れやグループが来場し、山菜採
りや薬草風呂、楠河ひうち太鼓など
を楽しんでいました。

　恒例の山菜の天ぷらには長い行列ができ、みなさんタラノメ
やタケノコなど、揚げたての天ぷらに舌鼓を打っていました。

　「日本一おいしい水でつくるコーヒーのまち西条」
をメインテーマに、西条の「水と食」セミナー第４
弾が開催されました。㈱ウエシマコーヒーフーズ代
表取締役社長の上島一泰氏を招き、市長との対談や
講演が行われ、参加者が熱心に耳を傾けていました。
講演後には西条の「うちぬき」にほれた大阪出身の
そば職人、萩原甲慎氏のそば打ちの実演もあり、会
場には終始、和やかな雰囲気が漂っていました。

　小松公民館で、小
松陶芸クラブ展と小
松町山草会と盆栽会
による山草・盆栽展
が行われました。陶
芸展を見に来た人
が山草・盆栽展も見
学したり、その逆も
あったりと、訪れた
人が新たな趣味を持
つよい機会になって
いるようでした。

　丹原町丹原の恵美
須神社で春祭りが賑
やかに行われました。
当日は、だんじり１
台、子ども太鼓台２
台が商店街に繰り出
し、子どもたちの
威勢の良い掛け声や、
太鼓や鉦の音が春の
暖かい日差しの中、
遠くまで響き渡って
いました。

　４月29日の開幕を前に、四国アイランドリーグ代表
の石毛宏典氏が市役所を訪問。和やかな雰囲気の中、
市長に野球にかける情熱を語られました。８月13・
14・17日には、東予運動公園野球場で公式戦が行われ
ます。夏休みの予定に入れてみてはいかがですか。

４／８　３年ぶりの入学式　田滝小学校

４／17　石鎚ふれあいの里　山菜まつり

３／18　第１回　地域審議会を開催 ３／ 20　西条の「水と食」セミナー

４／16・17　山草・盆栽展、小松陶芸クラブ展

４／ 17　恵美須神社（丹原町）春祭り

３／25　四国アイランドリーグ
　　　　石毛宏典代表が表敬訪問
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　新兵衛大橋（県道壬生川新居浜野田線）が完成し、関
係者および地元の皆さん参加のもと、開通式が執り行わ
れました。この開通によって慢性化していた渋滞が解消
され、合併市町を結ぶ幹線道路として、多くの皆さんが
利用されることを期待します。

　春の陽気を迎え、市内各所では桜の花が満開となりまし
た。家族でお弁当を食べる人、仲間同士でお酒を酌み交わす
人など、それぞれが、思い思いの花見を楽しんでいました。

　春の選抜高校野球に四国代表として出場した西条
高校は、１回戦に強豪、浦和学院高校と対戦。終始
リードを守り、後半の浦和学院の猛攻をしのいで、
四国勢では唯一、甲子園での勝利を手にしました。
２回戦では、沖縄尚学高校に敗れたものの、16年ぶ
りに古豪西条の名を全国に轟かせました。

　新築移転した、橘公民館、西条
公民館で落成式が行われ、地域の
皆さんによるアトラクションで、
喜びに花を添えていただきまし
た。両公民館は、すべてのかたに
安心して快適にご利用いただける
よう、細部にわたりユニバーサ
ルデザインの理念が行き届いた、
ぬくもりのある施設となっていま
す。生涯学習や地域コミュニティ
の拠点として、大いにご活用くだ
さい。

西
条
高
校
の
応
援
が
、
応
援
団
賞

「
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

久
妙
寺

武
丈
公
園

吉
田
河
原

小
松
中
央
公
園

▼
▼

▼
▼

▼３／ 27　橘公民館新築落成式▼４／ 10　西条公民館新築落成式

３／22　新兵衛大橋が開通四国勢唯一の甲子園での勝利　西条高校　

春爛漫　市内各所で桜の花が満開

公民館新築落成式
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人権・同和教育シリーズ　No.6
わ
た
し
の
宝
物
は
友
だ
ち

ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
は
や
さ
し
い

ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
る
と

さ
そ
っ
て
く
れ
る

勉
強
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

教
え
て
く
れ
る

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に

ゆ
め
に
む
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い

わ
た
し
の
宝
物
は
住
ん
で
い
る
町

中
川
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い

小
鳥
が
ピ
ヨ
ピ
ヨ
鳴
い
て

中
山
川
は
い
つ
も
に
こ
に
こ

笑
っ
て
る

地
い
き
の
み
ん
な
も

き
っ
と
中
川
が
大
好
き
だ

中
川
を
大
切
に
し
た
い

わ
た
し
の
宝
物
は
命

わ
た
し
の
命
は

お
父
さ
ん
の
命
か
ら
生
ま
れ
た

わ
た
し
の
命
は

お
母
さ
ん
の
命
か
ら
生
ま
れ
た

わ
た
し
の
十
年
は
と
て
も
大
切

み
ん
な
に

あ
り
が
と
う
っ
て
言
い
た
い

（
平
成
16
年
度
人
権
作
品
集
抜
粋
）

●
詩
を
通
し
て
思
う
こ
と

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
宝
物
」
は

何
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
か
た
が

越
智
さ
ん
と
同
じ
く
、
人
と
町
と

受
け
継
い
で
い
く
命
の
尊
さ
を
あ

げ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
今
世
紀
は
人
権
の
世
紀
に
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紛
争
や
戦
争

の
な
い
地
球
、
す
べ
て
の
人
が
明

る
く
、
平
和
で
命
・
人
権
が
守
ら

れ
た
生
活
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
60
年
の
節
目
の
年

で
す
。
過
去
の
戦
渦
を
教
訓
に
平

和
を
守
り
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
５

月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
国

民
の
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
に
関
心

を
持
っ
て
、
第
９
条
の
戦
争
放
棄

や
第
24
条
の
基
本
的
人
権
の
尊
重

な
ど
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

　

２
０
０
０
年
に
、ユ
ネ
ス
コ（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
提
唱

で
、「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
６

つ
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
行
動
目
標
に
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切
に

し
ま
す　

▽
ど
ん
な
暴
力
も
許
し

ま
せ
ん　

▽
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
助
け
合
い
ま
す　

▽
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
ま
す　

▽
か

け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
り

ま
す　

▽
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

ま
す　
　

（
丹
原
分
室　

児
玉
）

越智　由子さん

わたしの宝物
中川小学校５年　越 智　由 子

■アイドリングストップしてみよう
ちょっとコンビニに寄ったとき、車のエンジンをかけた
ままにしていませんか？なが～い赤信号ありますよね。
目安として１分以上停車する場合は
エンジンを停止させましょう。

※市内の乗用車のうち半分が１日に５分間アイドリングストップを実
　施すれば、１カ月でドラム缶約290本のガソリンが節約されます。

日本自転車振興会（競輪）が福武荘へ寄贈
　日本自転車振興会（競輪）が、社会福祉の増進に関する補助

事業の一環として、特別擁護老人ホーム福武荘へ昇降浴槽を寄

贈しました。昇降浴槽は、入所者によって利用されています。

ありがとうございました
　次のかたがたからご好意、ご寄付等をいただきました。

厚くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ

▽薦田利夫（神拝）、▽田口稔秋（国安）、▽目見田守（旦

之上）、▽村上勝（北条）、▽渡邉トミ子（北条）、▽越智晃（丹

原町臼坂）、▽徳永義明（丹原町長野）、▽木下昇（丹原町

丹原）、▽越智許一（丹原町関屋）、▽山本亜紀子（小松町

南川）、▽柳瀬英子（壬生川）、▽西条歌謡同好会、▽ザ・

リラックス体操金曜日夜、▽総合文化会館友の会、▽そが

め歌謡教室、▽飯岡小学校、▽玉津小学校、▽手話サーク

ルひまわり、▽中川地区婦人会、▽寺田歌謡教室、▽周桑

郡ＰＴＡ連合会、▽国興産業㈱

■老人ホーム明水荘へ

▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散髪　伊藤泰博（明

神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導　佐藤

ミヨ・秋月理作子（大町）・長瀬皋（中野甲）、▽海苔　藤

田駿一（樋之口）、▽歌など　退職女教師の会、▽大正琴

演奏・菓子　大正琴中央グループ藤音会、▽歌・現金　西

条校区百寿会

■老人ホーム石燧園へ

▽歌・踊り　花園保育園、▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ

▽喫茶　コープえひめ福祉グループ、▽踊り・歌　石根保

育所園児、▽大正琴　大町ＪＡグループ、▽除草作業　小

松町ともしび会、▽琴・三味線　小松高校日本音楽クラブ

■萩の里へ

▽花壇の手入れ　民生委員ＯＢ会
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歯の衛生週間行事のご案内
■愛媛県歯科医師会東予周桑支部
○日時　６月５日㈰
　９時～ 11時（受付）
○場所
　東予福祉センター
○対象　小学生まで
○内容　歯磨き教室・

歯の健康相談・歯
ブラシ　記念品プレゼント

■愛媛県歯科医師会西条支部
○日時　６月５日㈰　９時～11時30分
○場所　総合福祉センター２階　集団指

導検診室・会議室
○内容　フッ素塗布・よい歯を作るパ

ネル展・ブラッシング指導・歯周病健
診・顕微鏡で見るお口の細菌など

○問合せ
　西条支部　真鍋明子　℡0897－55－7183

「筋肉若がえり教室」を
開催します。

　自分の体重を利用した運動やボール体
操などで筋力を高め、バランス感覚を磨
き、転倒や寝たきりにならないためのか
らだ作りをしましょう。
○期間　６月14日～９月20日の毎週火・

金曜日（28回）
○時間　９時30分～11時
○場所　丹原福祉センター
○対象者　60歳以上のかた
　要介護認定で自立、要支援、要介護１
と判定されたかた
※医師に運動を止められているかたは、

ご遠慮ください。
○定員　12人
○申込期間　５月16日㈪～６月３日㈮
○申込み　丹原保健センター

自由トレーニングで運動しましょう
　総合福祉センターのふれあいトレーニングルーム・水浴訓練室を利
用した自由トレーニングに参加できるかたの対象が広がりました。
　筋力や柔軟性を高めて、膝や腰の痛みをやわらげ、毎日元気にいき
いきと過ごしましょう。
○対象者
　40～59歳のかたで、①生活習慣病の所見があるかた（健診などの
結果をご持参ください）、②整形疾患等があり、医師から運動を勧め
られているかた
　60歳以上のかたで、医師に運動を止められていないかた
○料金　無料
○申込み　中央保健センター

「歯なしにならないタバコの話」講演会開催
　愛媛県歯科医師会西条支部では、歯の衛生週間行事にあわせて、講
演会を開催します。入場無料ですので、どなたでもご参加ください。
○日時　６月５日㈰　13時～15時
○場所　総合文化会館小ホール（※衛生週間行事とは別会場です）
○演題　「口からの全身健康～歯なしにならないタバコの話～」
○講師　四国中央市さおの森歯科クリニック院長　長野寛志先生

■禁煙コーナーも同時開催！
　当日は、禁煙相談コーナーやタバコに
関するパネル展示、ビデオ上映、書籍等
展示販売コーナーも開設します。
※会場の準備がございますので、前もっ

て参加の申し込みをお願いします。
○日時　６月５日㈰　13時～16時
○場所　総合文化会館展示室

○後援　西条市・西条市教育委員会・西条保健所　
○問合せ・参加申込先　かかりつけの歯科医院（旧西条市内に限る）、

中央保健センター、西条保健所健康増進課（℡0897－56－1300）

５月31日は世界禁煙デー
　喫煙は、がんや循環器疾患などの生活習
慣病の発生率を高めるなど、健康へのさま

ざまな悪影響が指摘されています。また、喫煙者だけで
なく、まわりの非喫煙者の健康にも影響を及ぼします。
　そのため、健康増進活動にとって喫煙対策は重要な課
題です。1988年から世界保健機関（WHO）は、毎年５月

31日を「世界禁煙デー」と定めました。この日を中心に、
たばこと健康について理解と関心を深めるためのイベン
トやシンポジウムなどが世界各国で行われています。
　たばこの害から自分と周囲の人の健康を守るために
も、喫煙者のみなさん、この機会に禁煙に挑戦してみま
せんか？

中央保健センター　℡0897�52�1215　神拝甲324�2　総合福祉センター内　

東予保健センター　℡0898�64�5333　周布606�1　東予総合福祉センター内

丹原保健センター　℡0898�68�7300　丹原町池田1762�1　丹原総合支所北隣

小松保健センター　℡0898�72�6363　小松町新屋敷乙48�1　小松地域福祉センター内
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赤ちゃん健康情報　

◆チェリーくらぶ
　子どもたちが遊んだり、保護者のか
たが気軽におしゃべりのできる空間を
提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　（５日・30日を除く）
○場所・問合せ　小松保健センター
◆乳幼児相談
○中央保健センター
　５月９日㈪　９時30分～11時
○丹原保健センター
　５月18日㈬　９時30分～11時
○小松保健センター
　５月20日㈮　９時30分～11時
○東予保健センター
　５月23日㈪　13時30分～15時

成人向け健康相談　

◆健康相談
○河北会館
　５月20日㈮　９時30分～11時
　問合せ　東予保健センター
○丹原保健センター
　５月17日㈫　９時30分～11時
○中川公民館
　５月31日㈫
　９時30分～11時、13時30分～15時
　問合せ　丹原保健センター
○玉津・飯岡・神拝・大町・神戸・橘・
氷見公民館、加茂町集会所、禎瑞地
区クロッケー場、中央保健センター

　問合せ　中央保健センター
◆健康栄養相談
○東予保健センター
　５月27日㈮　９時30分～11時
○小松保健センター
　５月13日㈮ ９時～12時

産業保健健康相談

　健康管理や生活習慣病の予防等につ
いて認定産業医が相談に応じます。
○日時　５月26日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いているかた
○申込み
　地域産業保健センタ─（℡0897－36
　－1788）
　西条市医師会（℡0897－56－2211）

不正「大麻」・「けし」の栽培にご注意を！
　県では、５月と６月に「不正大
麻・けし撲滅運動」を実施してい
ます。
　「大麻」や「植えて悪いけし」
は、法律によって許可なく栽培す
ることが禁止されています。不正
栽培の大麻やけしを見つけた場合
は、速やかにご連絡ください。
○連絡先　西条保健所企画課医療

対策係　℡0897－56－1300

▽　けしの簡単な見分け方　▽
■植えて悪いけし

▽葉や茎の表面に毛がほとんどない。▽

全体に白っぽい緑色をしている。▽茎が

太く、しっかりしている。▽葉が無柄

で、つけ根が茎を抱き込んでいる。

■植えて良いけし

▽葉や茎の表面全体に毛がはえている。

▽葉は濃い緑色をしている（ひなげし、

おにげし等）。

■ウォーキング教室参加者募集
　日頃、運動不足を感じているか
た、自己流でウォーキングをして
いるかた、正しいウォーキングを
経験してみませんか？ぜひご参加
ください。
○日時　５月23日㈪・30日㈪、６

月６日㈪・13日㈪・23日㈭
　９時30分～11時30分
○場所　丹原保健センター
○定員　20人
○申込み　丹原保健センター

■歩け歩け教室のつどい
　毎月、小松保健センター・改善
センターに集まり、自分たちが決
めたコースをみんなで歩きます。
○小松保健センター
　５月10日㈫　９時30分～
○小松農村環境改善センター
　５月17日㈫　９時30分～
○問合せ　小松保健センター

◎対象　生後３カ月～90カ月の乳幼児　◎必要なもの　母子健康手帳・育児のしおり
※投与前後約30分は、飲食させないでください。詳しくは「育児のしおり」をご覧く
　ださい。転入されたかたには「育児のしおり」をお渡ししますのでご連絡ください。
◎問合せ　各保健センター

生ポリオワクチン投与日程表

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡ください。

実施場所 対象地区 期　日 受付期間

中央保健センター

西条・氷見・神戸 ５／13(金)

13：20～13：50

５月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診 26日(木) 13：30～14：30 中央 西条

平成17年１月１日～
１月31日の出生児

25日(水) 13：00～13：30 東予 東予

１歳６カ
月児健診 19日(木) 13：30～14：30 中央 西条

平成15年10月１日～
10月31日の出生児

11日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

12日(木) 13：30～14：30 中央 西条平成14年４月１日～
４月30日の出生児18日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

大町・禎瑞・橘・加茂・大保木 ５／17(火)
神拝 ５／18(水)
玉津・飯岡 ５／20(金)

東予保健センター

多賀・三芳・庄内 ５／12(木)

14：00～14：30

丹原保健センター 丹原地区
５／17(火)
５／25(水)

13：30～14：00

小松農村環境改善センター
小松地区 ５／25(水)

14：00～14：20
小松保健センター 15：00～15：30

吉井・国安・楠河 ５／19(木)
周布・壬生川・吉岡 ５／26(木)
接種もれのかた ５／31(火)

接種もれのかた ５／27(金)
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○５月10日㈫　13時～17時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230

■行政相談
○５月９日㈪　13時～16時　市庁舎本館市民相談課

○５月17日㈫　13時～16時　加茂公民館

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－56－5151内線2462

○５月10日㈫　13時～16時　市民会館（東予総合支所隣）

　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線314

○５月10日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230

○５月20日㈮　13時～16時　小松農村環境改善センター

　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線212

■法律相談
○５月11日㈬・25日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　内容　弁護士が担当（定員15名)　前日までに要予約。

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－56－5151内線2462

○５月18日㈬　13時～17時　市民会館（旧東予市）

　内容　弁護士が担当（定員15名)　前日までに要予約。

　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線314

■子育て相談
　総合福祉センター内地域子育て支援センターでは、専門的なこ

とから日常の心配事等、子育てに関する相談を実施しています。

　特に、仕事の都合等で平日に子育て支援センターを利用できな

い保護者の育児相談や、保育サービスの利用相談に対応するため、

土・日曜日、祝日の相談体制の充実を図っております。

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」℡0897－55－1018

◆休日における相談

　毎週土・日曜日、祝日に専門講師による相談を受け付けます。

　場所　総合福祉センター（もてこい元気館）

◆医療カウンセラーによる専門的相談

　５月15日㈰　13時30分～15時30分

　総合福祉センター（もてこい元気館）

▼休日保育を実施しています▼

　市では、毎週日曜日、祝日に休日保育を実施しています。

　休日の勤務等で児童の保育ができない保護者のかたはご利用く

ださい。（原則として、現在保育所に入所している児童が対象）

　毎週日曜日、祝日（年末年始除く）　８時30分～17時30分

　場所　飯岡保育園（飯岡3240番地2）・花園保育園（周布1112番地１）

　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897‒56‒5151内線2333

　　飯岡保育園　℡0897‒56‒2381・花園保育園　℡0898‒68‒7377

■青少年電話相談
ヤングテレホン

　℡0897－52－2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　℡0897‒56‒4976（西条警察署）℡0898‒65‒4976（西条西警察署）

ヤングホットライン

　℡089‒945‒4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■司法書士法律無料相談
　５月17日㈫　10時～12時　市民会館（旧東予市）

■心配ごと相談
○総合福祉センター

　月～金曜日（３日・４日・５日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター　月・金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日（３日を除く）　９時～12時

○小松公民館　５月６日㈮・15日㈰・25日㈬　13時～16時

○小松農村環境改善センター　５月10日㈫・20日㈮　13時～16時

　内容　福祉や生活等に関する悩み相談

　主催　社会福祉協議会

■交通事故相談
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：５月16日㈪

　※事前に予約が必要です。

　場所　西条地方局４階　℡0897－56－1300内線251

■社会保険等相談
　５月12日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）

　内容　社会保険労務士が担当

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　℡0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○５月16日㈪・31日㈫　10時～15時30分　西条商工会議所

○５月19日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：℡0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：℡0570－700－370

■土地建物取引相談
　５月10日㈫　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　℡0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　５月10日㈫　13時～15時　東予市商工会議所　℡0898‒64‒5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　５月25日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■弁護士会無料法律相談
　５月11日㈬　10時～15時

　場所　松山地方裁判所西条支部

　問合せ　愛媛弁護士会西条支部　℡0897－55－2484

　　　　　松山地方裁判所西条支部　℡0897－56－0685

■補聴器相談会を開きます
　５月18日㈬　10時～15時（受付は９時～）

　場所　市庁舎本館１階101会議室

　内容　補聴器の修理、機能検査、その他補聴器について

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－56－5151内線2326

■常設人権相談所
　毎週月・水・金曜日（祝祭日は除く）　９時～16時

　場所　松山地方法務局西条支局１階総務係

　問合せ　松山地方法務局西条支局または西条人権擁護委員

協議会　℡0897－56－0188
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天
王
寺
式
伽

藍
配
置
で
、
境
内
に
は
塔
と
金
堂

の
遺
構
や
数
十
個
の
礎
石
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
周
辺
で
は
、

飛
鳥
・
白
鳳
か
ら
、
奈
良
・
平
安

期
の
各
時
代
に
わ
た
る
歴
史
的
に

貴
重
な
古
代
瓦
が
大
量
に
出
土
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
本
ボ
タ
ン
の
寺
と
し

て
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
寺
跡

一
帯
に
は
ピ
ン
ク
・
赤
・
白
・
黄

な
ど
約
20
種
の
ボ
タ
ン
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
京
美
人
と

い
う
珍
し
い
品
種
の
ボ
タ
ン
が
最

も
多
く
、
大
人
の
手
の
ひ
ら
ほ
ど

も
あ
る
大
輪
の
花
が
寺
内
い
っ
ぱ

い
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

ボ
タ
ン
が
咲
き
始
め
る
４
月
初

旬
か
ら
は
、
境
内
に
ち
ょ
う
ち
ん

を
つ
る
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

夜
の
ボ
タ
ン
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
住
所

　

小
松
町
北
川
１
５
７

℡
０
８
９
８―

７
２―

２
８
３
６

■
ボ
タ
ン
の
見
頃
期
間

　

４
月
初
旬
〜
４
月
下
旬
（
年
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　

開
門
…
７
時　

閉
門
…

■
駐
車
場　

あ
り
（
有
料
）20
時

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。

　夜間当番病医院は、テレホンサービスµ�0897－58－2200 でお知らせしています。

休日の当番病医院　　　　　診療時間　　９時～18時
月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

５/１
内科 済生会西条病院 伊藤医院（朔日市） （三津屋南）

外科 佐藤クリニック 田渕外科（氷見乙） （北条）

５/３
内科 村上記念病院 玉置内科小児科（大町） （上市）

外科 西条中央病院 神野外科（朔日市） （三津屋南）

５/４
内科 西条中央病院 安永クリニック（朔日市） （北条）

外科 済生会西条病院 角産婦人科（朔日市） （三津屋南）

５/５
内科 まなべ病院 森山内科（氷見丙） （壬生川）

外科 村上記念病院 行本医院（大町） （三芳）

５/８

５/15

５/22

５/29

内科 あぜち内科 市立周桑病院（明屋敷） （壬生川）

外科

内科

外科

内科

外科

内科

外科

加藤クリニック

周桑同仁医院

（大町）

（丹原町今井）

℡55－5100

℡57－8200

℡56－2300

℡56－0300

℡56－0300

℡55－5100

℡57－7011

℡56－2300

℡52－1630

℡55－5036

℡64－2384

℡65－5651

℡66－3735

℡64－3366

℡64－5760

℡64－3168

℡65－4332

℡66－0609

℡64－2630

℡68－7233篠原内科外科耳鼻科

いしづちやまクリニック

（大町）

（周布）

℡56－3521

℡68－8885おち医院

中村内科胃腸科

（明屋敷）

（丹原町丹原）

℡53－9360

℡68－4976星加小児科内科ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ

平田クリニック

（大町）

（周布）

℡55－3105

℡76－2256済生会西条病院

田中内科

（朔日市）

（桑村）

℡55－5100

℡66－1700髙橋こどもクリニック

くしべ整形外科

（朔日市）

（丹原町池田）

℡55－0776

℡76－7555松本整形外科

市立周桑病院

（神拝甲）

（壬生川）

℡52－1011

℡64－2630

▼ 人口のうごき
人　口　116,259人
　男　　 55,582人
　女　　 60,677人
世　帯　 45,734戸
平成17年３月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記

至東予丹原 I.C

中山川

法安寺

小松中学校

R11号
至松山
←

↑

吉田橋

　今月号から、新たに３つのコー
ナーを新設しました。
　誕生月の子どもの写真を掲載
する「Happy Birthday」、国
際交流員とALTのコラム「Your 
Friendly Neighbors～世界のゆ
かいな仲間たち」、市内の名所を
紹介する「ふるさと探訪」です。
　来月からは俳句、川柳、短歌の
コーナーも新設予定です。みなさ
んの力作をお待ちしています。詳
しくは、４月号をご覧ください。

編集員一同
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7/7 ～8/10木 水

総合文化会館
展 示 室

�9/18日

ゲスト：ヴォーカルアンサンブル津山

12/10土

12/25日

フルコンサートピアノを使って
思い思いに音楽表現をするコンサート

�8/14日

西条にゆかりのある、若き音楽家によるコンサート

�9/23
ズーラシアンブラス金管五重奏　＆
　　　　　弦うさぎ弦楽四重奏コンサート

金

西条石鎚ライオンズクラブ結成15周年記念事業

中島誠之助講演会（10日開催）
安倍安人作品展（７日～10日展示�※９日休館）

５

５

１ 日 11：30

10：00

12：00
10：00

21日

11：00
22日

10：00

21日

11：30
22日

10：30

12：30

小ホール12：00

13：00 13：30

社交ダンスパーティー 1,000円
西条竹ダンス
℡0897－56－6348�若原

無　料

無　料

無　料

８ 日

27 金

土

土
・
日

９：30 大ホール

大ホール

大ホール

大ホール
展 示 室

10：00稲掛歌謡教室歌謡祭

合併記念式典

稲掛歌謡教室　℡0897－56－6321�稲掛

７

～ ～

10 火
講演会は

整理券必要

西条石鎚ライオンズクラブ
℡0897－55－0246�事務局

西条文化協会、市教育委員会
℡0897－56－5151内線5237�生涯学習課

西条市
℡0897－56－5151内線2122�総務課

21
・
22

第34回春季市民芸術文化祭
芸能祭

第34回春季市民芸術文化祭
美術展

小ホール
展 示 室

関係者

13：00 13：3029 日 大ホール
チャリティー公演
人形劇「はだかの王様」　カッパ座

神拝保育園　℡0897－55－3052無　料

９：00 ９：20

13：00

３ 火 全　館吹奏楽クリニック 丹原文化会館　℡0898－68－3555参加費必要

９：0014 土 小ホール合唱講習会　開講式　小・中・高校生対象 丹原文化会館　℡0898－68－3555参加費必要

19：3018 水 小ホール合唱講習会　開講式　一般対象 丹原文化会館　℡0898－68－3555参加費必要

12：3015 日 大ホールピアノ発表 ドレミミュージックグループ無　料

月 日 曜 行　　事　　名 開　場 開　演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開　場 開　演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館

【５月の休館日】　毎週月曜日、３日㈫、６日㈮、12日㈭、17日㈫ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【５月の休館日】　毎週月曜日、６日㈮、10日㈫～12日㈭ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

　「たけ」こと河村武明さんは、34歳のときに脳梗塞（こうそく）で倒れ、失語
症と言語障害、聴覚障害、右手のまひ、という重い後遺症が残りました。絶望
感の中、残った左手を使って、絵で自分を表現。現在、地元京都での絵のスト
リート（路上）販売をはじめ、個展、執筆など、全国各地で活躍されています。

　総合文化会館では、「たけの世界展」をはじめ、次の
自主事業を実施する予定です。詳細につきましては、順
次、お知らせしていきますので、ご期待ください。

総合文化会館自主事業のお知らせ

速　　　報
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広
報

さ
い
じ
ょ
う

　
平
成
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年
　
５
月
号

文化会館文化会館

イベント情報イベント情報

Event Inform
ation 総合文化会館　℡0897-53-5500

丹原文化会館　℡0898-68-3555




